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た女三宮の降嫁は， ~ '1くら正当な理由を並べたて，紫上への愛の不変を誓ったところで， もはやとりかえしのつかな
い不信感を彼女は抱かずにはおられなくなり，それが疎外感，喪失感を醸成してしまう。それに追い討ちをかけたの
が女楽でまのあたりにした席順であり，身分差の痛感であったc その夜からの発病，二条院への移転，危篤，蘇生と
翻弄されるものの，彼女はもはや六条院には存在し得ない「中の品」の女性であったとする。このあたりの論の運び
ゃ二条院へ再び帰る意義づけなどは，筆者のすぐれた見解を含んでいる。
『源氏物語』の作中人物論は，必然、的に構造論，物語の方法論ともかかわってくるが，筆者もその玲外ではな~'10 
それと，四百字詰原稿用紙にしておよそ八百枚余をついやしひたすら紫上論を「中の品」とする身分の視点から追
究しその揺れ動かされた運命を詳細に論じていく。膨大な分量の研究論文を読み，そこから新しい発想による解釈
と人物論を展開し一つのテーマのもとに体系的にまとめたことは高く評価できる。すでに，本論文の一部を研究雑
誌に発表しており，これについて専門家からの賛辞を得ていることも付記しておく。ただ，全体の構成を整えるため，
先学の説に引かれすぎた点もありはするが，文献資料を博捜し随所に新しい独自の読みの方法を示すなど，今日の
研究水準から少しもひけをとらない内容となっている。あえて難点を言えば， !中の品」論ですべてが解釈できるの
かどうか，また論文中でも述べているように，紫上の亡くなる御法巻，その後の死を悼む幻巻なども視野に入れる必
要があろう。今後は残された課題とともに，さらに継続して努力を重ね，中国における日本古典文学の研究の発展に
大いに寄与してほしいと願っている。以上のような判断により，本審査委員会では，本論が博士(文学〉の学位論文
として，充分な価値を有するものと認定する。
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